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令和６年度 自己評価書及び学校関係者評価書 

令和７年３月 31 日   

市立札幌旭丘高等学校   

◇ 学校教育目標 

  生徒の自主・自立を支援し、生涯にわたって学び続け、社会に貢献する人間の育成を目指す〜 

【育てたい生徒像】 

（1）獲得した知識や技能を活用し、論理的・科学的考察によって真理を探究する生徒 

（2）高い志を持ち、文化を創造し社会に貢献する意識を持つ生徒 

（3）心身の健康を維持増進し、活力ある生活を送る生徒 

 

分 

野 
評 価 項 目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達成状況 評価のポイント・改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策

の適切

さ 

重

点

目

標 

真理を探究する生徒の育成 

Ａ 

教育活動を通して豊かな見識や感性、

科学的な見方を身につけているという

意識は生徒、保護者、教員ともに高い

と感じているのは数理データサイエン

ス科の活動の充実とＳＳＨの導入によ

る好影響と考える（アンケート６か

ら）。 

Ａ Ａ 

社会に貢献する生徒の育成 

Ａ 

社会に貢献したいという強い思いから

進路を選択するという意識は総じてそ

こまで高くないが、教員や保護者の意

識よりも生徒の意識が高いところは高

く評価できる（アンケート８から）。 

Ｂ Ａ 

活力ある生活を送る生徒の育

成 

Ｂ 

生徒が困難を乗り越えようと工夫する

意識は生徒、保護者、教員ともに高い

と感じているものの、教員の意識は他

に比してそこまで高いと感じていない

ところに改善点が見られる（アンケー

ト３から）。 

Ａ Ｂ 

学校関係者評価委員からの意見 

・［真理］項、自己評価は適切だと思うが、それをサイエンス科とＳＳＨの成果に結びつけるのは短

絡的に過ぎるように思われる。［社会］項、アンケート８からは 2/26にもらった資料の分析の方が

適切だと思われる。その文面における「…教員の意識を上げる…」という改善策は適切であろう。

［活力］項、アンケート３や４から三者ともに前年より肯定的評価の割合が増えているように見て

取れるので、自己評価は適切か。ただ改善すべきは教員の意識というより、教員やスクールカウン

セラーへの接点機会の増加ではないか。言い過ぎかもしれないが、双方への信頼の増量ではないか。 

・生徒自身が教員・保護者のサポートを得て、高い志と共に社会貢献したいという意識を保持して、 

創造的に貢献するための方策を希求するようにと願っております。 

・３つの重点目標のいずれの項目についても生徒の意識が高く保たれている点は、旭丘高校の取り組

みの表れであると考えます。「社会に貢献したいという思い」は、授業のみならず行事など学校生

活全体を通じて醸成されるでしょうから、アンケート６の結果を踏まえると、社会とのかかわりに

関する生徒の意識が今後高まっていくことが期待されます。 

・「困難を乗り越えようと工夫する意識」について、生徒の意識が高いとみるか、先生方の見方が厳

しい＝生徒に対する期待が高いとみるかによって、改善策の在り方は異なってくるかもしれません。 
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分 

野 
評 価 項 目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達成状況 評価のポイント・改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策

の適切

さ 

学

習

支

援 

・単位制カリキュラムの利点

である幅広い選択の保障によ

り、生徒の学習意欲の向上を

促進する。 Ｂ 

本校の科目選択の仕組が将来の希望

の実現に役立っているかという意識

は生徒、保護者が高いのに比して、教

員はそこまで高いと評価していない

のは授業編成の複雑さによるものと

分析する（アンケート７から）。 

Ａ Ａ 

・必履修必修得科目の充実に

より、学習の基礎力の定着を

図る。 
Ａ 

現行学習指導要領の全年次完成年度

にあたり、指導と評価の一体化の定着

がはかられている。同時に一人一台端

末の全年次完成年度にもあたり、少し

ずつではあるがＢＹＯＤの使用の定

着が進んでいる。 

Ａ Ａ 

・選択科目群Ⅰの充実により、

生徒個々の進路選択に対応し

た学習の理解促進を図る。 

Ａ 

普通科では多様な科目の設定から生

徒個々の進路選択に対応した科目選

択が実現できている。数理データサイ

エンス科では専門学科の特性から選

択の幅は限定的であっても各科目で

のより深化した学びが実現できてい

る。 

Ａ Ｂ 

・選択科目群Ⅱの充実により、

幅広い教養を養う。 

Ａ 

多様な科目の選択が教育活動が社会

や未来へ繋がるという意識は生徒、保

護者、教員ともに高いと感じているも

のの、教員の意識がほどほどにとどま

る点に改善点が見られる（アンケート

５から）。 

Ａ Ａ 

・「総合的な探究の時間」等を

活用し、課題探究や論文作成

能力・発信力の向上を図る。 

Ａ 

札幌市立高校間で実施している学校

外のプロジェクト参加への意識は総

じて高いとは言いがたいが、年々少し

ずつでも参加者が増加していること

は高く評価できる（アンケート９か

ら）。 

生徒のプレゼンテーション力につい

ては保護者や教員の評価が高いのに

比して生徒はあまり自信をもってい

ないことが統計上見て取れるため、自

信を持てるような工夫の必要性が認

められる（アンケート 10から）。 

研究発表会での数理データサイエン

ス科の取組は内外から高く評価され

ている反面、普通科との差が際立って

いることが大きな課題である。ただ普

通科の取組もこの数年間で飛躍的に

向上していることから、発展途上の過

渡期として捉えている。 

 

Ｂ Ａ 
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学校関係者評価委員からの意見 

・＜プレゼン＞段、生徒の肯定的評価の割合は前年より増加しているが…。＜研究＞段、データサイ

エンス科の発表内容が“目に見えやすい”内容になりがち、というのも一因ではないか？ 

・多様な科目を学ぶことにより知識や技能を大いに活用して、論理的思考を高めて、進路を決定する 

際にも、授業改善に関しては、学校および教師への深い信頼が求められます。今後とも生徒・保護

者に丁寧な説明と支援を行なっていただくよう希望します。 

・「プレゼンテーション力」に関する生徒のネガティブな傾向（アンケート 10）は、「チームで協力

すること」への自信の無さの表れなのか、「多くの人の前で発表すること」に対する自信の無さな

のか。この項目から解釈することは困難です。改善策での言及されているように、教員および保護

者の高い評価を生徒に伝える工夫が必要かと考えます。 

・「DSと普通科との差が際立っている」というご指摘は、やはり気になるところです。どういった

点で差が生じているのか、整理をする必要があるかもしれません。改善策でも言及されているとお

り「発展途上の過渡期」であると考えられますので、DSと SSHの実践の効果を普通科にも普及さ

せていくことが旭丘高校全体として重要になるでしょう。 
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分 

野 
評 価 項 目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達成状況 評価のポイント・改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策の

適切さ 

生

活

支

援 

・基本的な生活習慣の維持改

善に努め、心身の健全な成長

を促す。 

Ａ 

配慮の必要な生徒は年々増加してお

り、感染対応を通して激増した様相で

あったが、今年度はかなり落ち着いて

きたことが保健室の統計から見とれ

る。かつては常態化していた遅刻の件

数や、近隣からのクレームは年々減少

している。 

Ａ Ａ 

・ガイダンスの工夫、充実に

努め、「生き方」についての考

察を図る。 
Ａ 

複数担任制が本校の大きな強みであ

り、この特性を生かした生徒一人ひと

りへの向き合い方が充実できている。 
Ａ Ａ 

・生徒個々の自己に対する肯

定感の向上を図り、自主・自立

を促す。 

Ａ 

悩みを抱えたときに気軽に相談しよう

という意識は決して低くはないもの

の、教員の意識よりも生徒や保護者の

意識がそこまで高くないのが課題であ

る（アンケート４より）。 

日常的にガイダンスできる環境を整備

していることから生徒は日々気軽に相

談をしており、悩み相談アプリからも

「話したいけれども話せない」という

悩みは殆ど見取れないものの、生徒の

不安をキャッチするアンテナは継続し

て高く保ちたい。 

Ａ Ｂ 

・生徒会活動や課外活動への

取り組みを支援し、社会の担

い手として必要な自治精神の

発揚を促す。 

Ａ 

学校の良いところを地域に伝えたいと

いう思いの醸成にはまだ工夫が必要で

あると考える（アンケート 11から）。 

生徒会活動を中心とした自治活動は長

い感染対応で停止して継続性が途絶え

たことから「Re-start」の意識で再開

し、生徒指導提要の理念に基づき、活

動を検証しながら進めていることで自

治精神が発揚できると考える。 

Ａ Ｂ 

学校関係者評価委員からの意見 

・［生徒個々］項、［活力］項の評価と同様、改善すべきは教員やスクールカウンセラーへの接点にあ

るように思われる。［生徒会］項、アンケート 11「地域とのつながり」とアンケート９「他校とのつ

ながり」における生徒の関心の低さは、アタマの中で切り分けがついてないからではないか？ 町内

会→連合町内会→区→市…といった課題解決への意識の拡がり方を丁寧に説明すれば、地域とのつな

がりや他校とのつながりの重要性を理解してくれるのでは？ 

・生徒の皆さんの不安やうつ状態・苦悩・心のケアについて、スクールカウンセラー・スクールソーシ

ャルワーカーと連携して、日常的に相談に応じていただく環境を保ち、いっそう細やかなサポート体

制を強めるよう検討して、学校・地域・保護者で連携して協議していただきたく思います。 

・コロナ禍の影響が落ち着いたとはいえ、配慮が必要とされる生徒に関する教員間での適切な情報共有、

スクールカウンセラー等との適切な連携がなされることを期待します。 

・「学校の良いところを地域に伝えたいという思い」は、伝える場があってこそ醸成される側面がある

かと思います。現在の取り組みと社会とのつながりを意識させる機会を設けることで、生徒の目が地

域に向くことが期待されます。「生徒を学校広報を担う存在として育てる」ことも含め、これからも

地域とのつながりを大切にされることを期待いたします。 
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分 

野 
評 価 項 目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達成状況 評価のポイント・改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策の

適切さ 

進

路

支

援 

・「総合的な探究の時間」を活

用し、専門的な学問研究に対

する興味関心の深化を図る。 Ａ 

ゼミ活動は定着しており、今後ＳＳＨ

の段階的汎用を計画していることか

ら、数理データサイエンス科の実践の

好影響から、更なる学問研究に対する

興味関心の深化が期待できる。 

Ａ Ａ 

・「進路探究学習」の時間を活

用し、大学や企業、自治体の活

動等に対する理解の深化を図

る。 

Ａ 

進路相談室の情報は充実しており、生

徒への提供に役立っている。探究活動

を通して大学や企業との連携も深化し

ている。 

Ａ Ａ 

・大学改革や入試制度に関す

る研究により、生徒・保護者に

向けた情報提示を行い、進路

意識の向上を図る。 
Ａ 

世の中の趨勢だけでなく本校の課題探

究活動の充実から数理データサイエン

ス科を中心に所謂年内入試が急激に増

加しており成果を出している。そのた

め従来とは異なる対応が増えているこ

とから業務内容の見直しも必要であ

り、分掌再編を含めて対応を進めてい

る。 

Ａ Ａ 

・教科学習と連携した校外模

試、課外講習などを実施し学

習を発展させ、生徒の進路目

標の実現を図る。 

Ａ 

進路支援プログラムの充実は今後も維

持継続し、多様化する生徒一人ひとり

の進路実現に向けての支援体制の充実

を更にはかる。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員からの意見 

・学問研究会と総合的学習を通して「学問研究の多様性」について今後とも関心を持っていただき、創

意工夫を進めていただくようよろしくお願いいたします。 

・進路相談や学問研究といったガイダンス的な活動について、これまで同様充実した取り組みがなされ

ていることは高く評価できます。旭丘高校では、すでに長年にわたり生徒の将来を見据えた総合学習

に取り組まれていますが、今後のさらなる充実が期待されます。 

・年内入試の急増など、学校での日常の取り組みと入試との関係が変わりつつあるように感じられます。

探究活動の一層の充実を図られるとともに、先生方の多忙を踏まえた分掌の見直しを期待します。 

  



6 

 

分 

野 
評 価 項 目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達成状況 評価のポイント・改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策の

適切さ 

健

康

安

全

支

援 

・さまざまな活動を通して、

生徒の心身の自己管理能力の

開発を図る。 Ａ 

生徒自身が健康や身の安全に気をつ

けて行動しようとする意識の醸成は

できていることが統計から読み取れ

る（アンケート１から）。 

Ａ Ａ 

・保健通信や講話などを通し

て健康管理や危機管理への意

識向上を図る。 
Ａ 

健康管理や危機管理の意識向上のた

めの様々な機会は確保しており、折り

に触れて啓発を図っている。 
Ｂ Ｂ 

・校舎の特性を生かした「共

用の概念」の積極的意識付け

を図り、快適な学習環境を維

持に寄与する。 

Ａ 

共用の概念をふまえて他者を気遣お

うという心がけの意識は生徒にはか

なり涵養できていることが統計上見

て取れる（アンケート２から）。 

Ａ Ｂ 

学校関係者評価委員からの意見 

・［さまざま］項、前年より肯定的評価が増えているので、評価は適切だと思われる。［保健通信］

項、研究紀要にある通り保健に重点を置いているのは伝わるものの、全く改善の必要もないのか。 

［校舎の特性］項、どんなところに校舎の特性があるのか。 

・貴校生徒が健康を保つ意識を高めて、とりわけ通学道路状況、特に自転車走行について、地域と連

携をはかり、今後とも道路交通法に関わる交通安全教育を継続していただきたいと希望します。 

・健康と安全に対する生徒の意識は総じて高いのですが、学年が上がるにつれて若干ながら低下する

傾向にあることが気になります。先日の学校関係者評価委員会でも言及があった「生徒部と保健相

談部との統合」など、生徒の健康管理と危機管理の意識を向上する取り組みが一層図られることを

期待します。 

旭丘高校として評価を受けての今後の課題 

【重点項目】 

社会に貢献する生徒の育成における自己評価が適切ではないという指導を受け、次年度の改善課題とす

る。また好影響をＳＳＨや数理データサイエンス科の成果「のみ」に落とし込まないよう、学校全体の教

育活動を俯瞰して分析する必要性を感じる。 

【学習支援】 

ＳＳＨや数理データサイエンス科の成果は目に見えやすく、プレゼンテーションスキルを高く評価いただ

くことに甘んじることなく、目立って形では目に見えない教育の成果をもっと評価し、また見えづらいと

ころに課題を見出すような日々の実践の必要性を感じる。 

【生活支援】 

生徒と地域とのつながりにまだまだ課題がある。有効活用できる様々な機会があるにも関わらず、うまく

活用できていないところが改善点である。困り感を抱えた生徒への支援は継続したラポールの構築につい

ては日々の課題として留意するところである。 

【進路支援】 

進路実績という結果や学問研究会などの実践の紹介だけではなく、評価すべき観点を委員の皆様に必ずし

も充分に提供しきれなかったところを反省点とする。年内入試の激増に対しては、生徒への支援の充実の

方策だけでなく、教職員の働き方改革の観点からも業務の精選と再整理が次年度の大きな課題である。 

【健康安全支援】 

保健通信の発信内容に関する具体的な指導を受け、次年度の検討課題とする。次年度は分掌再編により従

前の生徒部と保健相談部の統合による新生徒部の支援体制については、生徒指導提要の充分な理解の上で

の方策を１年間を通して研究する。 

 

 

＜評 価＞ Ａ・・よく達成されている Ｂ・・ほぼ達成されているが改善も必要  Ｃ・・不十分である 


